
（別紙３）

～ 2008年2月28日

（対象者数） 27人 （回答者数） １５人

～ 2008年2月28日

（対象者数） ７人 （回答者数） ７人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も子供達や保護者に安心感を持って利用していただける
ように「楽しい!」と思ってもらえるような支援に努めてい
きます。

2
その時の子供達の興味・関心に合わせて、支援内容を調整し
たり、同じ活動でも使う物や素材を変えたり、意図的に関わ
り方を変更する等して工夫していきます。

3
自分達のしたい事を、準備からしてもらう事でより出来たこ
とに対しての、達成感を感じてもらいます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 継続的に人材確保に努めます。

2
活動内容によってグループ分けを行ったり、狭さを利用した
活動を考える等狭いながらも楽しい活動を行えるよう工夫し
ていきます。

3

今後はマニュアル等は希望があればいつでも閲覧できるよう
な環境を整えていきます。また研修や各種訓練等の実施、様
子についてはモニタリング時やＨＰを通して周知してもらえ
るよう説明いたします。

○事業所名 放課後等デイサービス ちくわぱん

○保護者評価実施期間 令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者アンケートの結果から、マニュアルの整備状況や研修
実施の周知について課題があることが考えられる

各種情報の周知については、契約時にお伝えしていますが、
継続的に説明・周知することはしていなかった為、不十分で
あったと考えます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

専門職の支援
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士を専門としている職員
が在籍していない

事業所が少し狭い 賃貸物建で制約があり、広さの変更は難しい状況。

保護者アンケートの結果から、お子様の安心感や事業所の支
援に対して満足度について高い評価を頂きました。そのこと
が事業所の強みであると考えます。

子供達一人一人の思いや意欲を大切にしながらその子の特性
にあった活動・支援プログラムを計画し、実施しておりま
す。

事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫している
その時の子供達の興味・関心に合わせて、支援内容を調整し
たり、関わり方を変更する等して工夫しています。

生活自立に向けた活動を行っている
自分達でお出かけの行先を考える。必要な物を自分達で考え
買い物から行うクッキング等、自立に向けたスキル習得に向
けた活動をおこなっています。

事業所における自己評価総括表公表


